



































Lehman Shock Influences on the Flower Bulb Industry in Japan and the Netherlands: 
Production and Trade 
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り，これは世界の栽培面積の約 60％に当たる。世界第 2位は中国 4,414ha（2011年），第
3位はアメリカは 2,474ha(2007年)，第 4位はフランス 1,131ha(2012年)である 2。日本は
第 5位で 414ha(2013年)3（MAFF，2014）。オランダは輸出大国であり，世界貿易の約 90％









  表１に，2005年から 2012年における，アメリカ合衆国，オランダ，日本の主要経済指
標を掲げた。 




 オランダは，経済成長率が 2009 年に急激にマイナスとなり，実質 GDP の水準は 2012
年になっても回復していない。加えて，失業率は悪化し，インフレーションが続いている。


























表２-B に示されているように，GDP に対する農業の割合は，オランダは 1.4%で，日本
は 1.6％と同水準であるが，農業に対する切り花および鉢物の割合は，オランダが 49%でる








が 61%で，日本は 16%である。輸入シェア（輸入依存度）は，オランダが 54%，日本は 14%
である。オランダの農産物輸出は日本の20倍に達するが，農産物輸入は日本の78%である。
花き園芸に関しては，オランダの輸出は日本の 17倍。切り花の輸出は日本の 440倍，球根









 𝑋𝑋 = 𝐷𝐷(𝑃𝑃𝑏𝑏,𝑃𝑃𝑖𝑖 ,𝑃𝑃𝑗𝑗 ,𝑃𝑃𝑐𝑐,𝑁𝑁𝑁𝑁,𝐷𝐷𝐷𝐷),     (1) 
 𝐷𝐷𝑃𝑃𝑏𝑏 < 0,𝐷𝐷𝑃𝑃𝑖𝑖 > 0,𝐷𝐷𝑃𝑃𝑗𝑗 < 0,𝐷𝐷𝑃𝑃𝑐𝑐 > 0,𝐷𝐷𝑁𝑁𝑁𝑁 > 0,𝐷𝐷𝐷𝐷𝑠𝑠 > 0. 

























 𝑌𝑌 = 𝑆𝑆(𝑃𝑃𝑏𝑏 ,𝑃𝑃𝑟𝑟 ,𝑃𝑃𝑠𝑠,𝑃𝑃𝑓𝑓 ,𝐾𝐾, 𝑆𝑆𝐷𝐷).     (3) 
 𝑆𝑆𝑃𝑃𝑏𝑏 > 0, 𝑆𝑆𝑃𝑃𝑟𝑟 > 0, 𝑆𝑆𝑃𝑃𝑠𝑠 < 0, 𝑆𝑆𝑃𝑃𝑓𝑓 < 0, 𝑆𝑆𝐾𝐾 > 0, 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑠𝑠 > 0. 
 
ここで，Y：球根の国内供給, Pr：生産における補完作物（例えば，輪作裏作作物，日本の



























 𝑍𝑍 = 𝑋𝑋 − 𝑌𝑌.       (6) 
 
 (5)式は国内球根価格 𝑃𝑃𝑏𝑏を決定する。すると， (1)式は国内需要 X を， (3)式は国内供給 Y
を決定する。したがって，(6)式より輸入 Zが決定する。 


















 𝑋𝑋1 = 𝐷𝐷1(𝑃𝑃𝑏𝑏1,𝑃𝑃𝑖𝑖1,𝑃𝑃𝑗𝑗1 𝑃𝑃𝑐𝑐1,𝑁𝑁𝑁𝑁1,𝐷𝐷𝑠𝑠1),     (7)
 𝑋𝑋2 = 𝐷𝐷2(𝑃𝑃𝑏𝑏2,𝑃𝑃𝑖𝑖2,𝑃𝑃𝑗𝑗2 𝑃𝑃𝑐𝑐2,𝑁𝑁𝑁𝑁2,𝐷𝐷𝑠𝑠2).     (8) 
 
ここで，上添え字 i=1,2 はそれぞれの国を指す。各国の供給関数を次のように仮定する。 
 
 𝑌𝑌1 = 𝑆𝑆1(𝑃𝑃𝑏𝑏1,𝑃𝑃𝑟𝑟1,𝑃𝑃𝑠𝑠1,𝑃𝑃𝑓𝑓1,𝐾𝐾1, 𝑆𝑆𝑠𝑠1),     (9) 
 𝑌𝑌2 = 𝑆𝑆2(𝑃𝑃𝑏𝑏2,𝑃𝑃𝑟𝑟2,𝑃𝑃𝑠𝑠2,𝑃𝑃𝑓𝑓2,𝐾𝐾2, 𝑆𝑆𝑠𝑠2).     (10) 
 
第 1 国はアメリカ，第 2 国はオランダと想定する。球根市場は 2 ヵ国のみによって構成さ
れると仮定する。世界市場の均衡条件は，次のように表すことができる。 
 
 𝑋𝑋1 + 𝑋𝑋2 = 𝑌𝑌1 + 𝑌𝑌2      (11) 
 および 
 𝑃𝑃𝑏𝑏1 = 𝑒𝑒𝑃𝑃𝑏𝑏2.       (12) 
 
(7)，(8)，(9)，(10)および(12)式を(11)式に代入すると，(11)式は世界球根価格 𝑃𝑃𝑏𝑏2を決定する。 
 アメリカ（第 1 国）におけるリーマンショックは，次のような要因を通じて，世界球根
市場に影響を与え，両国の需要と供給に影響を与える。 
１）第 1国の国民所得 NI1の低下 
２）第 1国の消費者物価 Pc1の下落 
３）第 1国の需要ショック Ds1の低下（負の需要ショック，悲観的所得期待による） 
４）第 1国の生産要素価格 Pf1の低下（景気後退による） 
５）第 1国の資本設備 K1の減少（悲観的利潤期待による） 
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アメリカ（第 1国）の国民所得 NI1の低下により，第 1国の国内球根需要を減少する。こ
れは，世界市場での需要減少となり，世界球根価格 Pb2.の低下となる。第 1国（アメリカ）
および第 2 国（オランダ）に対する影響は表３のようにまとめられる。第 2 要因，第 3 要
因は第 1 要因と同様の効果を持つ。第 4 要因は国内供給を増加させ，世界供給を増加させ







小国モデルにおける日本の需要曲線 D と国内供給 S が示されている。球根の国際価格（ユ
ーロ表示）は Pbwである。為替レートは 1ユーロ e円であり，小国においては，外国からの
供給（輸入）曲線は水平な直線で表される。円表示の国際価格 ePbwが閉鎖経済の国内均衡
価格より低いことを前提とすると，開放経済（市場自由化後）の均衡点は点 E である。図

















カ側の効果を図解している。当初の均衡点 Eでは，生産が Y1，消費が X1，輸入が Z1（=X1
－Y1）である。アメリカの所得低下により，国内需要曲線が下方へシフトする。世界球根
価格（ユーロ表示）の低下により，為替レートが不変として，ドル表示球根価格が低下す
る。その結果，新たな均衡点は点 E’である。生産は減少，需要は減少し，輸入も減少する 7。 





























年が－0.10%，2009 年－2.42%，2010 年は＋0.50%，2011 年＋2.42%，2012 年＋2.20％であ
る。2011 年は，EU および BRICs 諸国への輸出が増加したために，オランダの輸出は回復







示されている。輸出は生産の 1％以下なので議論から省略する。生産は 2005年から 2007年











きい。2009 年の消費の増加は GDP の減少や輸入球根価格の低下からは説明し難い。2009
年以後，生産単価は増加している。したがって，オランダ産球根の輸入拡大とともに，日
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表２-A 人口と面積，農家数 2007年 
 
出所：総務省統計局（2010），AIPH（2008，2013），日本花普及センター（2007-2008, 
2008-2009），LEI(a, 2008)，LEI(b, 2012)，農林水産省(b, 2007)。    
 
  
USA NL JPN USA NL JPN USA NL JPN USA NL JPN
2005 3.1 2.0 1.3 5.1 4.7 4.4 100.0 100.0 100.0 1.244 1 137.1
2006 2.7 3.4 1.7 4.6 3.9 4.1 103.2 101.2 100.3 1.255 1 145.9
2007 1.8 3.9 2.2 4.6 3.2 3.9 106.2 102.8 100.3 1.369 1 161.2
2008 -0.3 1.8 -1.0 5.8 2.8 4.0 110.2 105.4 101.7 1.465 1 151.4
2009 -2.8 -3.7 -5.5 9.3 3.4 5.1 109.9 106.6 100.3 1.389 1 130.0
2010 2.5 1.5 4.7 9.6 4.5 5.1 111.7 108.0 99.6 1.325 1 116.3
2011 1.8 0.9 -0.5 8.9 4.4 4.5 115.2 110.5 99.3 1.390 1 110.9
2012 2.8 -1.2 1.4 8.1 5.3 4.3 117.6 113.2 99.3 1.285 1 102.5
経済成長率(%) 失業率(%) CPI(2005=100) 為替レート(対ユーロ)
オランダ 日本
人口 (千人) 16,382 127,771
　就業者数 (千人) 8,572 65,561
　　農業就業者数 (千人) 231 1,745
    　就業者数に対する割合 2.7% 2.7%
　　花き園芸農業就業者数(千人) 246
　    農業就業者数に対する割合 14.1%
面積
陸地面積 (1,000ha) 3,376 36,450
耕地面積 (1,000ha) 1,093 4,650
    陸地面積に対する割合 32.4% 12.8%
 花き園芸栽培面積 (ha) 7,900 20,962
 球根栽培面積 (ha) 19,794 564
   チューリップ球根栽培面積 (ha) 10,322 261
農家数
総農家数 (千) 76.7 1,881 *1
　　花き園芸農家数 (千)　 106.41 *1
 切り花及び鉢物栽培農家数 6,195 66,800 *1
 球根農家数 2,047 1,580 *1




表２-B GDP, 生産額 2007年 
 
出所：総務省統計局（2010），AIPH (2013)，日本花普及センター（2008-2009），LEI (a, 2008 , 
2009)。 
 







GDP (2007年) 567,000 515,520,000 3,197,023
　農業 8,000 8,192,700 50,807
    GDPに対する割合 1.41% 1.59%
  花き園芸 481,900 2,989
　　農業に対する割合 5.88%
  切り花及び鉢物 3,901 393,900 2,443
    農業に対する割合 48.8% 4.81%
  花き球根 607 3,200 20






  切り花及び鉢物 90
  　切り花 56 56 9,030
    鉢物 34
１人当たり所得 34,000 26,000 4,192,500
　切り花消費の所得割合 0.1647% 0.2154%
市場価値 （百万ユーロ） （百万ユーロ） （百万円）
切り花及び鉢物 1,440






表２-D 輸出と輸入 2007年 
 





GDP (2007年) 567,000 515,520,000 3,197,023
輸出額 347,500 83,931,438 520,505
   GDPに対する割合 61.3% 16.3%
輸入額 307,300 73,135,920 453,556
   GDPに対する割合 54.2% 14.2%
　　貿易黒字 40,200 10,795,518 66,949
　　GDPに対する割合 7.1% 2.1%
農業輸出額 64,900 515,971 3,200
　　輸出額に対する割合 18.7% 0.61%
農業輸入額 41,300 8,557,427 53,069
   輸入額に対する割合 13.4% 11.7%





花き園芸輸出額 6,184 5,732 36
　　輸出額 2,812 103 0.6
　　球根 752 190 1.2
花き園芸輸入額 1,171 59,488 369
　　切り花 527 30,414 189














-P b W -NI -P c -D s -P f -K
需要 X + - - -  
供給 Y - + -
輸入 Z + - - - - +
-NI 1 -P c 1 -D s 1 -P f 1 -K 1
世界球根価格 P b
2 - - - - +
世界需要 X 1+X 2 - - - + -
世界供給 Y 1+Y 2 - - - + -
第1国需要 X 1 - - - + -
第1国供給 Y 1 - - - + -
第１国輸入 Z 1 - - - - +
第2国需要 X 2 + + + + -
第2国供給 Y 2 - - - - +
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X1+X2 = Y1+Y2 
D1’+D2 D
1+D2 























































































Z１(= －Z2)  
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出所：農林水産省（2014），財務省（2014）。 
図６ 単位生産価格，単位輸入価格，球根生産，球根輸入，球根消費 日本 
    
出所：同上。 
図７ チューリップ球根の価格，生産，輸入，消費 日本  
 
出所：富山県（2014）。 
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